
3815108 海外語学研修 
Study abroad

国際交流委員 専門 2 選択 1・2後期

この授業では、海外の⼤学・語学学校等で語学研修に参加する学⽣を対象に、留学先の選び⽅、海外での授業の
受け⽅、現地での⽣活についての情報や認識を深めるための実践的な対応を学ぶ。その事前指導を受け、なおか
つ⼆週間以上の海外語学研修を修了した学⽣にのみ単位を出す。海外留学を準備して実践することは社会⼈基礎
⼒を養うのに最⾼のチャンスである。

① 海外で語学研修をうけるのに必要なことを学ぶ。 
② 渡航⼿続きをする。 
③ 現地の⽂化と⽣活のマナ−を学ぶ。 
④ 海外にて語学研修を修了する。 
⑤ 帰国後、留学中の学修についてのレポ−トを作成する。 

①留学に必要な知識を理解できる。 
②パスポ−トの申請と渡航先の学校への申し込みができる。 
③ 海外⽣活で必要なマナ−を理解できる。 
④ 語学研修修了書を受けとり帰国する。 
⑤ 海外での学修効果を⼿に⼊れることができる。 

留学という目的に向かって、学校選びから、現地への渡航、語学研修を達成することで、⾃分で考え⾏動す
ることができる。

海外で、困難があっても⽣活をして、修了書を授与することができる。

留学体験を通して、語学や異⽂化理解に関する課題を発⾒することができる。

海外⽣活を通して、さまざまな角度から物事を考えることができる。

留学時に、外国語で⾃分の意⾒を⾔うことができる。

留学時のグル−プレッスンで外国語での他者の発⾔を聞き取り、⾃分の意⾒を述べることができる。

渡航や留学の⼿続きやスケジュ−ル管理を通して、⽇程をたて、計画通りに物事をやり抜くことができる。
留学先の学校での成績証明書をもって帰国することができる。

テキスト: なし 
参考⽂献: 授業内でプリント等を適宜配布する。 

他科目との関連: 留学先の⾔語科目、国際交流フィ−ルドの科目を履修していることが望ましい。 
資格との関連: なし 

留学するという意志をしっかりともっているこ
とが⼤切である。 
留学に関する情報と、⾃分が⾏きたい国に関す
る情報をできるだけ多く集めてください。 

研修先では、⽇本⼈としての恥ずかしくない⾏動をしてく
ださい。 
遊び感覚では海外語学研修に参加しないでください。 



  
 
 
 90

語学研修修了書を受けとり帰国後、授業で学習した内容の理解
度を確認する。 
・帰国後、海外語学研修の成果の報告についての、⾃⾝の⾒解
が論理的な⽂章で論じているかを評価する。課題「研修先での
学び。事前にたてた目標と事後の達成について」A4⼆枚 
・海外での語学研修先での成績を評価する。 

「主体性」⾃ら知識を含める姿勢・⾏動がみられること。 
「実⾏⼒」旅⾏会社にまかせるのではなく渡航先の事情を⾃分
で情報収集する。 
「課題発⾒⼒」留学先の語学学習において課題を発⾒するこ
と。 
「創造⼒」異⽂化⽣活において⾃分を表現することができる。 
「発信⼒」留学先の⾔語で⾃分の意⾒を表現することができ
る。 
「傾聴⼒」留学先の⾔語で相⼿の⾔うことを理解できること。 
「規律性」留学準備から語学学校での学び、帰国、レポ−ト提
出までできること。 

・海外での語学研修先での⽇程をすべて終えて成績がＡで、提出したレポ
−トには留学先での授業や学んだこと、事前にたてた目標と事後の達成に
ついて分かりやすくまとめられている場合にはA。 
・海外での語学研修先での⽇程をすべて終えて成績がＡで、提出したレポ
−トの内容に、上記に加えて、反省点や課題などが明記され、どのように
問題を解決したのかが分かりやすくまとめられている場合はS。 

・海外での語学研修先での成績がBで、レポ−トの内
容が、事前にたてた目標と事後の達成についてまとめ
られている場合はB。 
・海外での語学研修先での成績がCで、レポ−トの内
容に上記のものが含まれていない場合はC。 



オリエンテ−ション 
海外語学研修の意義と目的
について学ぶ。 

講義 (復習)各⾃留学先
の情報を集める。 
(予習)留学先を決
める 

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

パスポ−トの準備と願
書の記⼊、航空券の予
約をする。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校のカリキュ
ラム、宿泊形態、期間
の確認をする。

(復習)留学先の再
検討をする。 
(予習)留学先の国
と学校の情報を集
める。 
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傾聴⼒
主体性 
実⾏⼒
傾聴⼒
創造⼒ 

留学先を決める。⾃分の興
味と習得したい⾔語と住ん
でみたい国を探す。

講義 
留学先を決めたら理由
と報告する。留学先に
ついての検討のフィー
ドバックをする。 
ディスカッション 
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主体性 
実⾏⼒ 
規律性 

申し込みの⼿続きをする。
語学学校を選び、必要な書
類を確認して⽇程をたて
る。

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。
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主体性 
実⾏⼒ 
規律性
傾聴⼒ 

留学 
現地にて語学研修 

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。

60 
 
60 

主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒ 
創造⼒ 

留学 
現地にて語学研修 

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。
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主体性 
実⾏⼒ 
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留学 
現地にて語学研修 
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主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 

留学 
現地にて語学研修 

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。
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主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒ 
規律性 

・語学研修の意味と目
的が明⽩である。



留学 
現地にて語学研修 

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。

レポ−ト提出 
修了書提出 

(復習)海外語学研
修で得たことをま
とめる。将来への
糧とする。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。

現地の学校で定められ
たカリキュラムをこな
す。

現地で定められた
予習・復習を⾏
う。
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60 

主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒
課題発
⾒⼒ 

留学 
現地にて語学研修 
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主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒ 

留学 
現地にて語学研修 

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。
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留学 
現地にて語学研修 

講義・演習フィー
ドバックについて
は現地の学校にま
かせる。
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主体性 
実⾏⼒ 
発信⼒ 

帰国後の報告会をする。現
地での研修内容に関するレ
ポ−トを提出する。修了書
を提出する。研修を振り返
り将来への参考にする。

講義 
各⾃留学の報告をし
て、それについての
フィードバックをす
る。 
ディスカッション 

12
0

主体性 
実⾏⼒ 
規律性 


